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酪農トピックス／「平成26年度ふくおか県酪農青年
女性会議スポーツ交流会」開催！（福岡）ほか

日本酪農見て歩紀（福井県福井市 名
な つ い

津井 萬
よろず

牧場）
酪政連活動報告

嫁・婿が語る酪農の魅力／
前田大輔さん
管理部だより
平成26年度決算に向けて
決算実務上の留意点 税務編

（法人税関連）



「嫁・婿が語る酪農の魅力」第 24 弾として、
ながさき県酪農業協同組合の前田大輔さんに
お話を伺いました。

川
県
に
て
酪
農
と
は
関
係
の
な
い
職
業

に
つ
き
ま
し
た
。
妻
と
は
そ
の
職
場
の

同
僚
で
、
一
緒
に
働
く
う
ち
に
意
気
投

合
し
、付
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

付
き
合
っ
て
２
年
が
経
っ
た
こ
ろ
、
祖

父
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な
り
、
実

家
に
戻
っ
て
就
農
す
る
か
ど
う
か
の
岐

路
に
立
ち
ま
し
た
が
、
妻
が
「
酪
農
を

し
て
も
良
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
23
歳
の
と
き
に
実
家

に
戻
り
就
農
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
４

年
間
遠
距
離
で
付
き
合
い
続
け
、
27
歳

の
と
き
に
結
婚
し
、
妻
も
就
農
し
て
く

れ
ま
し
た
。

年
間
出
荷
乳
量
は
３
２
，

８
１
２
ｔ
（
平
成
25
年
度
）

で
す
。

前
田
牧
場
の
家
族
構
成

は
、父
（
弘
毅
さ
ん
。
60
歳
）

と
母
（
三
保
子
さ
ん
。
57

歳
）、
私
（
大
輔
さ
ん
。
32

歳
）、妻（
友
美
さ
ん
。31
歳
）、

長
女（
梨
帆
ち
ゃ
ん
。
２
歳
）

の
５
人
家
族
で
す
、
現
在
、
経
産
牛
36

頭
、
育
成
牛
５
頭
、
繁
殖
用
黒
毛
和
牛

５
頭
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
作
業
は
、
私
と
妻
が
搾
乳
を

担
当
し
、
父
は
給
餌
、
母
は
哺
育
管
理

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ン

サ
イ
レ
ー
ジ
５
ha
と
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ

グ
ラ
ス
１
ha
を
作
付
し
て
い
ま
す
。

─
奥
様
と
の
出
会
い
か
ら
結
婚
、

就
農
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

地
元
の
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
神
奈

─
前
田
牧
場
の
概
要
と
、
大
輔
さ
ん

の
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い

前
田
牧
場
は
、
長
崎
県
雲
仙
市
に
あ

り
ま
す
。
雲
仙
市
は
、
島
原
半
島
西
部

に
位
置
し
、
島
原
半
島
中
央
部
に
あ
る

雲
仙
普
賢
岳
を
中
心
と
し
た
雄
大
な
自

然
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雲
仙

普
賢
岳
周
辺
に
は
温
泉
地
が
多
く
、
年

間
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い

ま
す
。
私
の
所
属
す
る
な
が
さ
き
県
酪

農
業
協
同
組
合
（
山
下
俊
忠
代
表
理
事

組
合
長
）
は
、酪
農
家
戸
数
１
０
０
戸
、

ながさき県酪農業協同組合　前田大輔さん3月の婿

ゆとりある酪農経営を
目指して

育成パドック

前田牧場外観

が
語
る

嫁

24

酪
農
の
魅
力

婿
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─
酪
農
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

子
供
の
と
き
か
ら
牛
と
接
す
る
機
会

は
あ
り
、
心
の
ど
こ
か
で
は
長
男
の
自

分
が
家
を
継
が
な
い
と
い
け
な
い
の
か

な
、
と
思
う
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
、
実

際
に
就
農
し
た
当
時
も
抵
抗
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
酪
農
に
対
し
て
の
強

い
意
志
や
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
５
年
目
と
な
る
今
は
、「
経

の
生
乳
を
出
荷
で
き
る
牛
群
に
し
た

い
で
す
。

ま
た
、
年
明
け
に
父
が
一
時
入
院
し

た
際
に
、
作
業
に
従
事
す
る
人
間
が
減

る
こ
と
の
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
将
来
的
に
は
、
作
業
を
簡
略

化
し
、
１
・
５
人
分
の
作
業
量
に
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
利
益
を
上
げ
る
の

は
当
然
で
す
が
、利
益
を
確
保
し
つ
つ
、

よ
り
作
業
を
効
率
よ
く
簡
単
に
す
る
こ

と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
夫
婦
２
人
で
も
十
分

で
き
る
よ
う
頭
数
を
維
持
し
な
が
ら
、

目
の
届
く
範
囲
で
充
実
さ
せ
て
い
け
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

営
を
よ
り
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う

想
い
が
、
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
せ
い
か
、
父
と
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
少
し
あ
り
ま
す
。
近
隣
の
酪
農
家

に
話
を
聞
い
た
り
、
勉
強
会
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
仲
間
と
の
交
流
も
持

つ
こ
と
が
で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
っ
て
い
ま
す
。

─
大
輔
さ
ん
が
思
う
酪
農
の
魅
力

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

や
は
り
、
子
供
と
過
ご
す
時
間
を
多

く
作
れ
る
こ
と
で
す
か
ね
。
自
分
で
休

み
を
決
め
ら
れ
る
の
も
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
乳
量
や
和
牛
販

売
な
ど
に
よ
り
、
努
力
の
成
果
が
目
に

見
え
る
こ
と
も
、
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

─
今
後
の
目
標
、
夢
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

短
期
的
な
目
標
と
し
て
は
、
乳
成
分

の
安
定
で
す
ね
。
気
候
の
変
動
に
大
き

く
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
乳
成
分

ま
た
、
ど
の
仕
事
で
も
同
じ
よ
う
に

仕
事
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事

の
や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
時
間
を
作
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
族
が
「
き
つ

い
」
と
言
っ
て
い
る
中
、
無
理
に
続
け

る
の
も
大
変
だ
と
思
う
の
で
、“
ゆ
と

り
を
持
て
る
酪
農
”
に
し
て
い
け
た
ら

な
、
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
例
え
ば
消

防
仲
間
と
の
飲
み
会
に
時
間
を
合
わ
せ

ら
れ
る
ぐ
ら
い
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
や

り
方
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

─
最
後
に
、
奥
様
、
ご
家
族
へ
一
言

お
願
い
し
ま
す

奥
さ
ん
に
対
し
て
は
、
酪
農
と
い
う

仕
事
に
つ
い
て
き
て
く
れ
て
、
本
当
に

感
謝
し
か
な
い
で
す
。
家
族
に
対
し
て

は
、
健
康
管
理
で
す
か
ね
。
身
体
だ
け

に
は
気
を
付
け
て
、
今
後
も
一
緒
に

や
っ
て
い
け
た
ら
と
願
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
前
田
牧
場
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

搾乳牛舎

家族と過ごす時間を大事にしていらっしゃる前田さん
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Ⅰ

管理部だより

平
成
26
年
度

税
制
改
正
の
概
要

ま
ず
、平
成
26
年
度
税
制
改
正
の
概
要

と
し
て
、法
人
税
関
連
の
主
要
な
も
の
の
項

目
を
以
下
に
列
挙
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

１
．
新
た
に
創
設
さ
れ
た
も
の

⑴　

生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制

［
概�

要
］
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

設
備
等
の
取
得
等
を
し
た
場
合
に
、

「
平
成
26
年
度
決
算
事
前
準
備
特
集
」
第
２
弾
と
し
て
、
前
号
の
「
決
算
実
務
上
の
留
意
点�

会
計
編�

」

に
引
き
続
き
今
号
で
は
そ
の�

税
務
編
（
法
人
税
関
連
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
決
算
（
う
ち
、
本
稿
で
は
、
平
成
27
年
３
月
期
決
算
組
合
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

当
該
期
以
外
の
決
算
期
と
な
る
組
合
は
留
意
願
い
ま
す
）
に
影
響
を
与
え
る
税
制
改
正
項
目
は
、
平
成
26

年
度
税
制
改
正
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
当
該
改
正
項
目
の
う
ち
、
法
人
税
関
連
の
主
た
る
項

目
に
つ
き
そ
の
概
要
を
解
説
い
た
し
ま
す
。（
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
該
当
法
令
名

及
び
適
用
条
項
に
つ
い
て
の
記
載
を
割
愛
し
て
お
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。）

特
別
償
却
（
即
時
償
却
）
又
は
税

額
控
除
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
➡
詳
細
内
容
別
途
解
説

⑵�　

既
存
建
築
物
の
耐
震
改
修
投
資
促

進
税
制

［
概�

要
］
耐
震
改
修
促
進
法
の
耐
震
診

断
結
果
の
報
告
を
行
っ
た
事
業
者

が
、
耐
震
改
修
対
象
建
築
物
の
耐

震
改
修
を
行
っ
た
場
合
に
、
取
得

価
額
の
25
％
相
当
額
の
特
別
償
却

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑶　

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
促
進
税
制

［
概�

要
］
産
業
競
争
力
強
化
法
に
よ
る
認

定
を
受
け
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド

を
通
じ
て
、
事
業
拡
張
期
に
あ
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
へ
出
資
し
た

場
合
に
、
当
該
出
資
損
失
に
備
え

る
準
備
金
が
損
金
算
入
（
＝
無
税
）

計
上
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑷　

事
業
再
編
促
進
税
制

［
概�

要
］
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ

く
計
画
の
認
定
を
受
け
、
複
数
企

業
間
で
経
営
資
源
の
融
合
に
よ
る

事
業
再
編
を
行
う
場
合
に
は
、
当

該
事
業
再
編
に
よ
る
特
定
会
社
へ
の

出
資
金
・
貸
付
金
の
損
失
に
備
え

る
準
備
金
が
損
金
算
入
（
＝
無
税
）

計
上
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑸　

地
方
法
人
税

［
概�

要
］
法
人
税
を
納
め
る
義
務
が
あ

る
法
人
は
、
基
準
法
人
税
額
に
４
・

４
％
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た

地
方
法
人
税
を
、
法
人
税
と
同
じ

時
期
に
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

２
．
現
行
の
税
制
内
容
が
緩
和
・

　
　

拡
充
・
延
長
さ
れ
た
も
の

⑴�　

所
得
拡
大
促
進
税
制
の
拡
充
・
延
長

［
概�

要
］
青
色
申
告
法
人
が
、
国
内
雇

用
者
の
給
与
等
支
給
額
を
増
加
さ

せ
た
場
合
に
、
法
人
税
額
の
特
別

控
除
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

制
度
の
適
用
要
件
の
見
直
し
と
緩

和
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
適
用

期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

➡
詳
細
内
容
別
途
解
説

⑵　

交
際
費
課
税
の
緩
和
・
延
長

［
概�

要
］
交
際
費
課
税
制
度
に
つ
い
て
、

交
際
費
等
の
額
の
う
ち
、
接
待
飲

食
費
の
額
（
社
内
接
待
費
を
除
く
）

平
成
26
年
度
決
算
に
向
け
て

決
算
実
務
上
の
留
意
点

税
務
編

（
法
人
税
関
連
）
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Ⅱ

の
50
％
に
相
当
す
る
金
額
が
損
金

算
入
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
適
用

期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

➡
詳
細
内
容
別
途
解
説

⑶�　

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
拡

充
・
延
長

［
概�

要
］
中
小
企
業
者
等
が
特
定
機
械

装
置
等
の
取
得
等
を
し
た
場
合
に

お
け
る
取
得
価
額
の
特
別
償
却
又

は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
制
度
に

つ
き
、
現
行
制
度
の
適
用
期
限
が

３
年
間
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、

前
記
１
．︱
⑴
に
該
当
す
る
特
定
生

産
性
向
上
設
備
等
の
取
得
等
を
し

た
場
合
の
措
置
が
追
加
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。
➡
詳
細
内
容
別
途
解
説

⑷　

研
究
開
発
税
制
の
拡
充
・
延
長

［
概�

要
］
青
色
申
告
法
人
が
試
験
研
究

を
行
っ
た
場
合
に
法
人
税
額
の
特

別
控
除
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
＂研
究
開
発

税
制
の
上
乗
せ
措
置
（
増
加
型
・

高
水
準
型
）＂
に
お
い
て
当
該
適
用

期
間
が
３
年
間
延
長
さ
れ
る
と
と

も
に
、
試
験
研
究
費
の
増
加
額
に

係
る
税
額
控
除
が
増
加
割
合
に
応

じ
て
高
く
な
る
仕
組
み
に
改
組
さ

れ
ま
し
た
。

３
．
現
行
の
税
制
内
容
が

　
　

廃
止
さ
れ
た
も
の

●�

復
興
特
別
法
人
税
の
１
年
前
倒
し

廃
止

［
概�

要
］
法
人
が
、
基
準
法
人
税
額
の

10
％
を
「
復
興
特
別
法
人
税
」
と

し
て
納
付
す
る
制
度
の
課
税
期
間
が

１
年
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
➡
詳
細

内
容
別
途
解
説

次
に
、
取
分
け
平
成
26
年
度
決
算
に

お
い
て
重
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
税
制

改
正
項
目
に
つ
き
、
前
記
の
法
人
税
関

連
項
目
を
中
心
に
抜
粋
し
、
個
別
に
重

点
解
説
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

税
制
改
正
等
の

個
別
重
点
項
目
解
説

１
．
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
の

　
　
創
設
（
前
記
Ⅰ 

︱ 

１ 

︱
⑴
）

⑴�　

創
設
制
度
の
内
容

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
が
、

産
業
競
争
力
強
化
法
の
施
行
日
（
平
成

26
年
１
月
20
日
）
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
（
こ
れ
を
「
指
定
期

間
」
と
い
い
ま
す
。）
に
＂特
定
生
産
性

向
上
設
備
等＂
の
取
得
等
を
し
て
国
内

に
あ
る
法
人
の
事
業
の
用
に
供
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
取
得
価
額
の
50
％
（
建

物
及
び
構
築
物
に
つ
い
て
は
25
％
）
の

特
別
償
却
と
、
そ
の
取
得
価
額
の
４
％

（
建
物
及
び
構
築
物
２
％
）
相
当
額
の

法
人
税
額
の
特
別
控
除
（
た
だ
し
法
人

税
額
の
20
％
ま
で
）
と
の
選
択
適
用
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
な
お
、
前
記
の
選
択
適
用
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
１
月
20
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
（
こ
れ
を
「
特
定
期
間
」
と
い
い
ま
す
。）
に

取
得
等
及
び
事
業
の
用
に
供
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
即
時
償
却
又
は
そ
の
取
得
価
額
の
５
％

（
建
物
及
び
構
築
物
３
％
）
相
当
額
の
法
人
税
額

の
特
別
控
除
（
た
だ
し
法
人
税
額
の
20
％
ま
で
）

の
選
択
適
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

⑵�　

適
用
対
象
法
人

本
制
度
の
適
用
対
象
法
人
は
、
青
色

申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
で
す
。

⑶�　

適
用
対
象
資
産

本
制
度
の
適
用
対
象
資
産
で
あ
る

＂特
定
生
産
性
向
上
設
備
等＂
と
は
、

生
産
等
設
備
を
構
成
す
る
機
械
及
び
装

置
、
工
具
、
器
具
及
び
備
品
、
建
物
、

建
物
附
属
設
備
、
構
築
物
並
び
に
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
、
産
業
競
争
力
強
化
法
第

２
条
第
13
項
に
規
定
す
る
生
産
性
向
上

設
備
等
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る

「
先
端
設
備
」
又
は
「
生
産
ラ
イ
ン
や

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に
資
す
る
設

備
」
に
該
当
す
る
も
の
…
設
備
内
容
に

つ
い
て
は
前
記
関
係
法
令
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
）
の
う
ち
、
左
表
の
取
得
価

額
要
件
を
満
た
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

設備の種類 取得価額要件

機械及び装置 単品 160 万円以上

工具、器具及び備品
単品 120 万円以上（単品 30 万円以上かつ一事業年度の取得
価額合計が 120 万円以上を含む）

建物・建物附属設備及び
構築物

単品 120 万円以上（建物附属設備は単品 60 万円以上かつ一事
業年度の取得価額合計が 160 万円以上を含む）

ソフトウェア
単品 70 万円以上（単品 30 万円以上かつ一事業年度取得価額合計
が 70 万円以上を含む）

※注　上表中、単品とは、機械装置、工具、器具備品については１台又は１基のことをいい、建物、建
物附属設備、構築物、ソフトウェアについては一の設備のことをいいます。
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⑷�　

適
用
時
期

本
制
度
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
の

施
行
の
日
（
平
成
26
年
１
月
20
日
）
以

後
に
、
特
定
生
産
性
向
上
設
備
等
の
取

得
等
を
す
る
法
人
の
平
成
26
年
４
月
１

日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分
の
法

人
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑸�　

適
用
上
の
留
意
点

本
制
度
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
対
象

資
産
が
該
当
要
件
を
充
足
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
資
産
は
適
用
対
象
除
外
と
な
り

ま
す
。

［
適
用
対
象
除
外
資
産
］

①　

中
古
資
産
（
対
象
資
産
は
新
品
資

産
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

②　

貸
付
用
資
産
（
対
象
資
産
は
当
該

法
人
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

③　

海
外
使
用
資
産
（
国
内
使
用
資
産

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

④　

最
低
取
得
価
額
要
件
を
充
足
し
な

い
資
産（
前
記
の
取
得
価
額
要
件
参
照
）

⑤　

生
産
等
設
備
に
該
当
し
な
い
減
価

償
却
資
産
（
法
人
が
収
益
を
稼
得
す

る
た
め
に
行
う
活
動
の
用
に
直
接
供

さ
れ
る
減
価
償
却
資
産
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
）

２
．
所
得
拡
大
促
進
税
制
の

　
　
拡
充
・
延
長
（
前
記
Ⅰ 

︱ 

２ 

︱
⑴
）

⑴�　

制
度
改
正
の
内
容

平
成
25
年
度
税
制
改
正
時
に
、
青
色

申
告
法
人
が
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て
国
内
雇
用

者
に
対
し
て
給
与
等
を
支
給
す
る
場
合

に
お
い
て
、
左
欄
の
適
用
要
件
の
す
べ
て

を
満
た
す
場
合
に
は
、
そ
の
雇
用
者
給

与
等
支
給
増
加
額
の
10
％
相
当
額
の
法

人
税
額
の
特
別
控
除
（
た
だ
し
法
人
税

額
の
10
％
〈
中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は

20
％
〉
ま
で
）
を
可
能
に
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
該
制
度
の
適
用

要
件
の
緩
和・見
直
し
等
が
さ
れ
ま
し
た
。

［
注
：
上
記
中
の
用
語
の
定
義
］

〈
国
内
雇
用
者
〉

法
人
の
使
用
人
（
そ
の
法
人
の
役
員

の
特
殊
関
係
者
及
び
使
用
人
兼
務
役
員

を
除
く
）
の
う
ち
そ
の
法
人
の
有
す
る

国
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
雇
用
者
と

し
て
政
令
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
者

を
い
い
ま
す
。

〈
給
与
等
〉

所
得
税
法
第
28
条
第
１
項
に
規
定
す

る
給
与
等
（
俸
給
、
給
料
、
賃
金
、
歳

費
及
び
賞
与
並
び
に
こ
れ
ら
の
性
質
を

有
す
る
給
与
）
を
い
い
ま
す
。

〈
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
〉

各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算

上
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
国
内
雇
用

者
に
対
す
る
給
与
等
の
支
給
額
を
い
い

ま
す
。

〈
基
準
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
〉

平
成
25
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す

る
各
事
業
年
度
の
う
ち
最
も
古
い
事
業

年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
（
基
準
事
業

年
度
）
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金

の
額
に
算
入
さ
れ
る
国
内
雇
用
者
に
対

す
る
給
与
等
の
支
給
額
を
い
い
ま
す
。

〈
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
額
〉

当
期
の
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
か
ら

基
準
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
控
除
し

た
金
額
を
い
い
ま
す
。

①　

雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割
合
の

要
件
緩
和

上
欄
イ
．
の
適
用
要
件
に
お
け
る

「
×
５
％
」
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
４

月
１
日
前
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に

つ
い
て
は
「
×
２
％
」
に
、
同
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

開
始
す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
は「
×

３
％
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②　

平
均
給
与
等
支
給
額
に
係
る
適
用

要
件
の
見
直
し

上
欄
ハ
．の
適
用
要
件
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

ⅰ　

平
均
給
与
等
支
給
額
の
対
象
給
与

等
が
、「
継
続
雇
用
者
へ
の
給
与
等

（
適
用
年
度
及
び
そ
の
前
年
度
に
お

い
て
支
給
を
受
け
た
雇
用
保
険
法
一

般
被
保
険
者
へ
の
給
与
等
（
た
だ
し

継
続
雇
用
制
度
対
象
者
に
係
る
も
の

を
除
く
））
に
よ
り
判
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

税
務
上
の
中
小
企
業
者
等
と
は
、
中
小

企
業
者
（
定
義
省
略
）
又
は
農
業
協
同

組
合
等
で
、
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る

法
人
を
い
い
ま
す
。

税制用語メモ１

〈所得拡大促進税制の適用要件（改正前）〉

イ．当期の「雇用者給与等支給増加額」
　　≧　基準雇用者給与等支給額×５％

ロ．当期の「雇用者給与等支給額」
　　≧　前期の「雇用者給与等支給額」

ハ．当期の「平均給与等支給額」
　　≧　前期の「平均給与等支給額」
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ⅱ　

当
期
の「
平
均
給
与
等
支
給
額
」

＜

　
　

前
期
の
「
平
均
給
与
支
給
額
」

　
　

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

③　

適
用
期
限
の
延
長

適
用
期
限
が
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
２
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

⑵�　

適
用
対
象
法
人

本
制
度
の
適
用
対
象
法
人
は
、
青
色

申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
で
す
。

⑶�　

適
用
時
期

平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
終
了
す

る
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
、
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年

度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど

お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．
交
際
費
課
税
の
緩
和
・
延
長

　
　
（
前
記
Ⅰ 

︱ 

２ 

︱
⑵
）

⑴�　

制
度
改
正
の
内
容

法
人
が
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
す

る
事
業
年
度
に
お
い
て
支
出
す
る
交
際

費
等
の
額
（
中
小
法
人
に
つ
い
て
は
、

交
際
費
等
の
額
の
う
ち
年
８
０
０
万
円

（
定
額
控
除
限
度
額
）
を
超
え
る
部
分

の
金
額
）
は
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
既
存
制
度
内
容

が
緩
和
等
さ
れ
ま
し
た
。

①　

損
金
算
入
限
度
額
の
改
正

ⅰ　

交
際
費
等（
法
人
が
そ
の
得
意
先
、

仕
入
先
そ
の
他
事
業
に
関
係
す
る
者

等
に
対
す
る
接
待
、
供
応
、
慰
安
、

贈
答
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為

の
た
め
に
支
出
す
る
費
用
）
の
額
の

う
ち
、
接
待
飲
食
費
の
額
の
50
％
に

相
当
す
る
金
額
が
損
金
の
額
に
算
入

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
い
う
接
待
飲
食
費
と
は
、

交
際
費
等
の
う
ち
飲
食
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
行
為
の
た
め
に
要
す
る
費

用
（
い
わ
ゆ
る
「
社
内
飲
食
費
」
は

除
か
れ
ま
す
。
以
下
「
飲
食
費
」
と

い
い
ま
す
。）
で
あ
っ
て
、
法
人
税

法
上
で
整
理
・
保
存
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
帳
簿
書
類
に
「
飲
食
費
」

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
必
要
事
項
が

税
務
上
の
中
小
法
人
と
は
、
事
業
年
度

終
了
の
日
に
お
け
る
資
本
金
の
額
又
は

出
資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法
人
を

い
い
、
普
通
法
人
の
う
ち
事
業
年
度
終

了
の
日
に
お
け
る
資
本
金
の
額
又
は
出

資
金
の
額
が
５
億
円
以
上
の
法
人
な
ど

の
一
定
の
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係

が
あ
る
子
法
人
等
は
除
か
れ
ま
す
。

税制用語メモ２

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

※
注　

既
存
規
定
で
あ
る
「
１
人
当
た
り
５
，

０
０
０
円
以
下
の
飲
食
費
」
に
つ
い
て
は
、
従

前
ど
お
り
交
際
費
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ⅱ　

中
小
法
人
に
つ
い
て
は
、
前
記
ⅰ

に
よ
る
損
金
算
入
と
、
定
額
控
除
限

度
額
（
年
８
０
０
万
円
）
ま
で
の
損

金
算
入
と
の
い
ず
れ
か
を
選
択
適
用

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

②　

適
用
期
限
の
延
長

適
用
期
限
が
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
２
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

⑵�　

適
用
時
期

平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す

る
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年

度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど

お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

４
．
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の

　
　
拡
充
・
延
長
（
前
記
Ⅰ 

︱ 

２ 

︱
⑶
）

⑴�　

制
度
改
正
の
内
容

中
小
企
業
者
等
注
１

が
、
平
成
10
年

６
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
そ
れ
ま
で
事
業
の
用
に
供

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
（
＝
新
品
の
）
特

定
機
械
装
置
等
を
取
得
等
し
、
こ
れ
を

国
内
に
あ
る
当
該
中
小
企
業
者
等
の
営

む
指
定
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
特
定
機
械
装
置
等
の
取
得
価

額
の
30
％
相
当
額
の
特
別
償
却
（
特
定

中
小
企
業
者
等
注
２

に
つ
い
て
は
取
得

価
額
の
７
％
相
当
額
の
法
人
税
額
の
特

別
控
除
と
の
選
択
適
用
）
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
既
存
制
度
に
、
上
乗

せ
措
置
等
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

注
１
：
中
小
企
業
者
等
は
前
記
「
税
制
用
語
メ
モ

１
」
の
と
お
り

注
２
：
特
定
中
小
企
業
者
等
と
は
中
小
企
業
者
等

の
う
ち
、資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
３
，

０
０
０
万
円
以
下
の
法
人
及
び
農
業
協
同
組
合

等
を
い
い
ま
す
。

①　

特
定
生
産
性
向
上
設
備
等
の
取
得

等
を
し
た
場
合
の
上
乗
せ
措
置
の
適
用

中
小
企
業
者
等
が
、
本
制
度
に
お

け
る
特
定
機
械
装
置
等
の
う
ち
前
記

「
１
．
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進

税
制
」
に
規
定
す
る
特
定
生
産
性
向

上
設
備
等
に
該
当
す
る
も
の
を
、
平

成
26
年
１
月
20
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
（
こ
れ
を
「
特

定
期
間
」
と
い
い
ま
す
。）
内
に
取

得
等
を
し
、
事
業
の
用
に
供
し
た
場

合
に
、
本
制
度
及
び
「
生
産
性
向
上

設
備
投
資
促
進
税
制
」
の
適
用
要
件

を
充
足
し
て
い
る
と
き
は
、
次
の
上
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乗
せ
措
置
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ⅰ　

特
定
中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て

　

取
得
等
資
産
の
即
時
償
却
又
は

取
得
価
額
の
10
％
相
当
額
の
法
人

税
額
特
別
控
除
と
の
選
択
適
用

ⅱ　

特
定
中
小
企
業
者
等
以
外
の
中

小
企
業
者
等
に
つ
い
て

　

取
得
等
資
産
の
即
時
償
却
又
は

取
得
価
額
の
７
％
相
当
額
の
法
人

税
額
特
別
控
除
と
の
選
択
適
用

②　

適
用
期
限
の
延
長

適
用
期
限
が
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
３
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

⑵�　

適
用
対
象
法
人

本
制
度
の
適
用
対
象
法
人
は
、青
色
申

告
書
を
提
出
す
る
中
小
企
業
者
等
で
す
。

⑶�　

適
用
対
象
資
産

上
乗
せ
措
置
適
用
対
象
資
産
に
つ
い

て
は
、
本
制
度
及
び
生
産
性
向
上
設
備

投
資
促
進
税
制
の
規
定
に
基
づ
く
適
用

要
件
（
前
記
Ⅱ
︱
１
．
等
参
照
。
詳
細

内
容
は
関
係
法
令
等
に
て
確
認
要
）
を

充
足
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま

す
の
で
、
取
得
等
資
産
が
適
用
対
象
除

外
資
産
と
な
ら
な
い
よ
う
充
分
留
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑷�　

適
用
時
期

本
制
度
の
上
乗
せ
措
置
は
、産
業
競
争

力
強
化
法
施
行
の
日（
平
成
26
年
１
月
20

日
）以
後
に
、上
乗
せ
措
置
適
用
対
象
資

産
の
取
得
等
を
す
る
法
人
の
平
成
26
年

４
月
１
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度

分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

５
．
復
興
特
別
法
人
税
の

　
　

１
年
前
倒
し
廃
止
（
前
記
Ⅰ 

︱ 

３
）

⑴�　

制
度
改
正
の
内
容

法
人
税
の
納
税
義
務
者
は
、
原
則
と

し
て
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間（
こ
れ
を「
指

定
期
間
」
と
い
い
ま
す
）
に
開
始
す
る

事
業
年
度
に
お
い
て
、
基
準
法
人
税
額

（
所
得
税
額
控
除
等
の
適
用
前
の
法
人

税
額
）
に
対
し
て
10
％
の
＂復
興
特
別

法
人
税＂
を
付
加
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
制
度
の
課
税

期
間
の
短
縮
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①　

本
制
度
の
１
年
前
倒
し
廃
止

前
記
の
指
定
期
間
が
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、

課
税
事
業
年
度
が
指
定
期
間
内
に
最

初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日

か
ら
同
日
以
後
２
年
（
改
正
前
：
３

年
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
内

の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
復
興
特

別
法
人
税
は
、
１
年
前
倒
し
廃
止
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②　

復
興
特
別
所
得
税
額
の
法
人
税
額

か
ら
の
控
除
等

課
税
事
業
年
度
終
了
後
の
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
法
人
が
利
子
及
び

配
当
等
に
課
さ
れ
る
復
興
特
別
所
得

税
の
額
は
、
所
得
税
の
額
と
み
な
し

て
、
各
事
業
年
度
の
法
人
税
の
額
か

ら
控
除
し
、
控
除
で
き
な
か
っ
た
金

額
に
つ
い
て
は
還
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
平
成
26
年
４
月
１
日
以

後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
当
該

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

６
．
そ
の
他
の
留
意
項
目

そ
の
他
の
留
意
項
目
（
紙
面
の
都
合

上
、
詳
細
解
説
省
略
）
と
し
て
、
⑴
消

費
税
の
税
率
変
更
（
５
％
➡
８
％
）、

⑵
地
方
法
人
税
の
創
設
（
た
だ
し
、
適

用
は
平
成
26
年
10
月
１
日
以
後
開
始
す

る
事
業
年
度
か
ら
）、
⑶
平
成
27
年
度

税
制
改
正
に
お
け
る
影
響
（
法
人
税
率

引
下
げ
に
よ
る
法
定
実
効
税
率
変
更
に

伴
う
税
効
果
会
計
へ
の
影
響
等
）、等
々

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
26
年
度
決

算
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
へ
の
対
応
も
必

要
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
充
分

に
留
意
願
い
ま
す
。

以
上
、
平
成
26
年
度
決
算
に
影
響
の

あ
る
税
制
改
正
項
目
の
う
ち
重
点
項
目

の
み
を
抽
出
し
概
説
い
た
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
抽
出
重
点
項
目
以
外

の
項
目
等
に
つ
い
て
は
詳
細
解
説
を
省

略
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
財
務
省
及
び
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、
会
員
の
皆
さ
ま

方
に
て
個
別
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＂平
成
26
年
度
決
算
実
務
上
の
留
意

点＂
と
し
て
、
前
号
に
て
そ
の
＂会
計

編＂
を
そ
し
て
本
号
に
て
＂税
務
編
（
法

人
税
関
連
）＂
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
平
成
26
年
度
決
算
手

続
き
実
施
に
当
た
り
ご
活
用
頂
け
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
参
照
・
参
考
文
献
及
び
資
料
：「
決
算
・
税
務
申
告

対
策
の
手
引
」（
太
田
達
也
著
：
税
務
研
究
会
出
版

局
刊
）

「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
平
成
26
年
度
等
税
制
改

正
関
連
資
料
」
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仙 台

支所発
「東北酪農専門団体協議会 研修会」
開催される

去る２月10日、仙台市において「東北酪農
専門団体協議会 研修会」が開催されました。

当協議会会長の原田陽一山形県酪農業協同組
合代表理事組合長は、「補助事業関連予算は大
きく増額されたが、酪農環境は相変わらず厳し
い状況にあり、日本農業の未来は依然不透明感
で満ちている。この状況を変革へのチャンスと
受け止め、我々も更なる努力をもって大きな成
果が生まれると信じて取り組む姿勢が大切であ
る。」と挨拶されました。

研修会は、丸紅㈱穀物マーケティング課の
白木友宏課長を講師に『世界の穀物 飼料情勢』
と題して行われました。

最近の動向として「2007–8年を境に穀物
相場は大きく高騰した。トウモロコシの生産量

は米国一辺倒から南米・東欧を中心に増加して
いる。他方、エネルギーへの代替利用は頭打ち
の様子を見せてきたが、中国を中心とした消費
は依然旺盛である。」と述べ、今後の見通しと
して「生産効率による単収の増加、南米を中心
とした作付面積の拡大、エネルギーへの利用減
などから、トウモロコシの生産量はまだまだ増
える可能性がある。為替、気象状況に大きく左
右されることは変わらないが、数年前と違い、
今後はリーマンショック後に見せた高値に到達
するほどのことはないだろうというのが最近の
見方である。」と述べました。　　　　　 （I.M）

▲ 東北酪専団 原田会長 ▲ 丸紅株式会社 白木課長

東 京

支所発
「第24回関東甲信越酪肉経営技術研究会
乳用種経産肥育牛枝肉共励会」開催

平成27年１月31日㈯「第24回関東甲信
越酪肉経営技術研究会 乳用種経産肥育牛枝肉
共励会」が築西食肉センター（審査／茨城県築
西市）、㈱全日本畜産公社（表彰式／茨城県結
城市）で開催されました。出品牛は40頭、審
査は㈳日本食肉格付協会成田事業所の若菜所長
に行っていただきました。結果、受賞は次の通
りとなりました。　

受賞された皆様おめでとうございます。開催
に当たり出品いただいた皆様を始めとして、多
くの方々の御協力いただきましたことを感謝申
し上げます。　　　　　　　　　　　　 （N.J）

最優秀賞：伊那酪農　（長野）伊藤　　 正 氏
優 秀 賞：酪農とちぎ（栃木）㈲ウェルシーファーム
　　　　　酪農とちぎ（栃木）大関　 一男 氏
優 良 賞：酪農とちぎ（栃木）井上　 徹男 氏
　　　　　茨城北酪農（茨城）㈲瑞穂農場水戸分場
　　　　　酪農とちぎ（栃木）海老原 哲夫 氏

◀ 

審
査
講
評
の
様
子

最優秀の枝肉断面図 ▶

9　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2015・3



大 阪

支所発
兵庫県酪農農業協同組合連合会主催

「乳用初妊牛展示販売会」開催される

兵庫県酪農農業協同組合連合会主催の「乳用
初妊牛展示販売会」が２月21日㈯に大阪支所
近畿駐在員事務所敷地内で開催されました。

当日は、開催に先立ち、塩見忠則代表理事会
長より「多くの来場者がおり導入意欲が感じら
れる。また、乳価上昇もあり兵庫県内の乳量確
保、生産基盤拡大に是非役立てていただきた
い。」と挨拶がありました。塩見会長の挨拶の
通り、事務局含め約50人の酪農協、JA職員
および組合員の方が来場されていました。

展示販売牛は20頭でした
が、1頭に対して購買希望者
多数のため、購買希望初妊牛
を記入し投票後の抽選方式に
より購買者を決定していま

した。来場者
は展示販売牛
を熱心に見学
され、牛の体
格、血統など
を考慮し、投
票する初妊牛を決めていました。また、１頭に
対する平均投票数（競争率）は9.6票でした。
この数字が示す通り販売会は終始盛況のまま閉
会となりました。

今回の展示販売会では、自分の目で購買牛を
見るということの重要性を感じました。

開催にあたり、ご協力をいただきました皆様
に対し、この場をお借りして御礼申し上げます。

（K.F）▲ 塩見会長

◀ 

展
示
販
売
の
様
子

大 阪

支所発
山口 「第13回
酪農語

か る

る多
た

会」開催

山口県酪農青年女性会議
（委員長：松永 毅）が、平
成26年度「酪農語る多会」
を２月20日㈮に山口県農林
総合技術センター畜産技術
部に於いて開催致しました。

松永委員長は、主催者挨拶において『先に実
施した熊本県での視察研修会で飼料コスト上昇
等の環境の中でも儲かる経営を実践している酪
農家に勇気付けられました。本日、参加の会員
も儲けるという意識を持ってみんなでがんばり
ましょう！』と協調されました。又、来賓に
迎えた山口県酪農乳業協会の原田康典会長は、

『４月から飲用向け乳価が３円引き上げとなる。
協会として一層の消費拡大に取り組んでいく』

と挨拶されました。
研修会前半は、「夢は牛のお医者さん」と題

するドキュメンタリー映画を鑑賞しました。
後半には、山口県立農業大学校酪農経営コー

ス２年の吉本安晃平さんが、研究成果の「ジャー
ジー種の特性を生かした６次産業化に向けて」と
題した論文発表を行いました。吉本さんは、製品
の試作、試食会での説明、アンケート調査や経営
試算まで詳細な検討をし、４月から就職する農場
で更に研修を積み、実現に向けて取組みたいと、
発表を行いました。今回の試みは、農業大学校の
希望と酪農青年女性会議の連携で実現しました。
これから就農する若い学生達と現役酪農家の間の
強い架け橋となりました。　　 　　　　　（S.T）

◀ 

全
員
記
念
写
真

▲ 松永委員長
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日本酪農政治連盟

12/2 
第47回衆議院議員総選挙　公示
◆  酪農に理解のある候補者の応援活動の

実施

12/12 第47回衆議院議員総選挙　投開票

12/25
三役会議を開催
◆  第47回衆議院議員総選挙後の対策につ

いて協議

1/7

自由民主党 畜産振興議員連盟総会へ
団体要請を実施

（委員長・副委員長・幹事長他）
◆  三役会議にて 緊急常任・中央合同委員会の

開催について協議
◆  常任・中央合同委員会にて第47回衆議院

議員総選挙の結果報告
◆  今後の要請活動の確認
◆  自由民主党　畜酪小委員会へ団体要請

1/8
自由民主党 畜酪小委員会 自由討議に
参加

（委員長・副委員長・幹事長他）

1/13

自由民主党 農林合同会議 大臣折衝に
参加

（委員長・副委員長・幹事長他）

自由民主党 酪政会 総会に参加
国会議員に対し要請活動を実施

（委員長・副委員長・幹事長他）

1/14
自由民主党 畜酪小委員会 団体申渡し
に出席

（委員長・副委員長・幹事長他）

1/26 三役会議を開催
◆  今後の酪政連の活動について協議

酪政連活動報告
平成26年12月～27年1月

福 岡

支所発
「平成26年度ふくおか県酪農青年女性会議
スポーツ交流会」開催！

２月12日㈭、筑前町農業者トレーニングセ
ンター（福岡県朝倉郡筑前町）において、ふく
おか県酪農青年女性会議（森光力委員長）主催
の「平成26年度ふくおか県酪農青年女性会議
スポーツ交流会」が開催されました。

今年の競技種目はソフトバレーボールとな
り、応援も含め県内各地から約70名の酪農
家・組合職員が参加し、全９チームにて競技を

行いました。
総当たり戦から準決勝、決勝へと試合が進む

につれ、会場では歓声と笑顔が溢れながらも、
白熱した雰囲気に包まれました。

激戦を勝ち抜き、見事優勝したのは「朝倉Ｂ
チーム」でした。こうした活動を通し、ふくお
か酪農青年女性会議がますます発展することを
祈念いたします。　　　　　　　　　　 （K.S）

◀ 

優
勝
の
朝
倉
B
チ
ー
ム

▶ 

試
合
の
様
子
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の
稲
作
と
の
複
合
経
営
で
す
。
労
力
は

本
人
の
萬
さ
ん
（
80
歳
）、
奥
様
の
と

し
子
さ
ん
（
80
歳
）
と
雇
用
の
計
３
人

で
、
お
孫
さ
ん
が
休
み
の
日
に
は
手

伝
っ
て
お
り
、
糞
尿
処
理
は
田
地
へ
の

還
元
で
完
結
し
、
ヘ
ル
パ
ー
も
月
２
回

利
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
に
は

ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
ぁ
ー
む 

さ
る
ー
と
」を
開
店
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
う
し
て
も
地
元
産
牛
乳
を
使
い
た
い

と
い
う
洋
菓
子
屋
さ
ん
の
話
が
き
っ
か

け
で
、
低
温
殺
菌
牛
乳
を
元
酪
農
家
の

プ
ラ
ン
ト
に
製
造
委
託
し
、
直
売
所
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

萬
さ
ん
は
中
学
生
の
時
に
両
親
を
亡

く
さ
れ
て
、
弟
２
人
と
一
緒
に
伯
母
夫

婦
に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
伯

父
さ
ん
は
田
畑
耕
作
の
他
、
乳
牛
、
馬
、

地
域
の
紹
介

名な

つ津
井い

萬よ
ろ
ず

牧
場
が
在
る
福
井
市
は

福
井
県
の
北
部
に
位
置
す
る
県
庁
所
在

地
で
あ
り
ま
す
。
戦
国
武
将
の
柴
田
勝

家
の
北
ノ
庄
城
か
ら
城
下
町
と
し
て
形

成
さ
れ
始
め
、
江
戸
時
代
に
は
68
万
石

を
誇
り
、
日
本
屈
指
の
大
都
市
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
４
０
年

代
に
福
井
大
空
襲
、
福
井
地
震
に
よ
り

人
口
の
１
～
２
％
を
失
う
が
、
当
時
の

倍
以
上
の
人
口
に
ま
で
復
興
し
た
こ
と

か
ら
、
不
死
鳥
を
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
い
ま
す
。

海
、
山
、
里
の
地
形
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
同
市
で
は
、
滋
味
豊
か
な
農
林
水

産
物
が
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

耕
作
作
物
に
お
い
て
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
同
県
で
誕
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
稲

作
が
そ
の
殆
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

周
り
に
水
田
が
広
が
る
名
津
井
牧
場

は
、
福
井
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
（
福
井
市
農
業
協
同
組
合
）
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

経
営
の
概
況
、
歩
み

名
津
井
牧
場
は
、
経
産
牛
28
頭
、
育

成
牛
10
頭
（
預
託
）
を
飼
養
し
、
５
ha

80歳の元気酪農
― 人とのつながりで重ねた60年 ―

福井県

福井市

No.262

福井県福井市名
な

つ
い

津井萬
よろず

牧場
名津井 萬さん ▲
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和
牛
、
豚
、
鶏
を
飼
養
し
て
お
り
、
萬

さ
ん
は
一
生
懸
命
働
い
た
そ
う
で
す
。

伯
父
さ
ん
は
、牛
乳
販
売
で
収
入
増
加
、

堆
肥
に
よ
る
地
力
向
上
及
び
農
家
の
食

生
活
改
善
と
の
明
確
な
理
由
に
よ
り
、

昭
和
23
年
に
福
井
県
で
初
め
て
乳
牛
を

導
入
し
た
と
の
こ
と
で
、
酪
農
の
先
駆

者
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
員
・
村
長
・

農
協
長
・
県
議
会
議
員
を
も
務
め
た
伯

父
さ
ん
の
下
で
働
き
、
生
活
し
た
こ
と

が
萬
さ
ん
の
経
営
に
は
生
か
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

萬
さ
ん
は
20
歳
の
時
に
伯
父
さ
ん
か

ら
１
・
４
ha
の
田
地
と
馬
１
頭
を
譲
り

受
け
、
農
家
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

安
定
的
に
農
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
酪
農
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
数

年
後
に
初
任
牛
を
２
頭
導
入
し
た
の
が

複
合
経
営
の
始
ま
り
で
す
。

酪
農
に
お
い
て
も
自
分
の
牛
に
は
自

身
で
授
精
し
た
い
と
昭
和
32
年
に
家
畜

人
工
授
精
師
の
免
許
を
取
得
し
て
お

り
、
他
の
酪
農
家
か
ら
も
授
精
依
頼
が

あ
っ
た
よ
う
で「
当
時
は
い
い
現
金
収
入

に
な
っ
た
な
あ
」
と
振
り
返
る
萬
さ
ん
。

独
立
さ
れ
て
60
年
に
な
り
ま
す
。

飼
料
コ
ス
ト
低
減
へ
の
努
力

粗
飼
料
は
、
萬
さ
ん
の
借
地
を
貸

し
て
コ
ー
ン
と
イ
タ
リ
ア
ン
を
作
付
、

ロ
ー
ル
パ
ッ
ク
調
整
し
て
も
ら
っ
た
も

の
を
購
入
し
、
濃
厚
飼
料
は
、
導
入
し

た
粉
砕
機
に
よ
る
飼
料
米
の
米
粉
を
は

じ
め
、
ビ
ー
ル
粕
、
大
豆
粕
、
ふ
す
ま

等
々
、
安
価
ま
た
は
無
償
の
も
の
を
利

活
用
し
て
お
り
、
他
に
は
弊
会
の
配
合

飼
料
を
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
料
給

与
は
、外
部
依
頼
の
給
与
設
計
を
基
に
、

牛
の
状
態
、
乳
量
等
に
よ
り
長
年
の
勘

で
調
整
し
つ
つ
３
回
給
与
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

地
元
の
子
供
達
を
受
入
れ

昭
和
55
年
か
ら
地
元
の
幼
稚
園
児
、

小
中
学
校
児
童
を
受
入
れ
、
写
生
会
、

酪
農
・
稲
作
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
多
く
を
語
ら
な
く
て
も
乳
牛
と
触
れ

合
う
こ
と
で
次
第
に
子
供
達
の
表
情
が

和
ら
ぎ
、
先
生
や
親
も
酪
農
に
興
味
を

示
し
て
く
れ
ま
す
」
と
は
萬
さ
ん
の
感

想
で
す
。

ジェラートショップ「ふぁーむ さるーと」

地場の農産物を生かしたジェラート

コーンサイレージ米粉砕機
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平
成
17
年
に
は
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

認
証
牧
場
と
な
り
、
受
入
実
績
は
年
間

４
０
０
～
５
０
０
人
で
、
最
多
は
１
，

０
４
０
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
、
人
の
助
け
の

お
か
げ

県
家
畜
改
良
協
会
会
長
を
は
じ
め
多

く
の
役
員
を
歴
任
、
平
成
18
年
に
は
黄

綬
褒
章
の
受
章
、
全
日
本
共
進
会
に
は

７
回
の
出
品
、酪
農
以
外
に
も
母
校（
小

学
校
）
の
百
年
史
の
編
集
委
員
長
、
墨

絵
の
画
文
集
の
発
刊
等
々
、
萬
さ
ん
の

経
歴
、
話
題
に
は
枚
挙
に
遑
が
あ
り
ま

せ
ん
。「
こ
れ
ま
で
の
60
年
に
は
大
変

な
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
？
」
と
向
け

て
も
、「
人
と
の
つ
な
が
り
、
人
の
助

け
の
お
か
げ
」
と
謙
虚
に
言
葉
少
な
く

苦
労
話
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
少

な
い
会
話
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係

を
大
事
に
し
、
そ
の
人
徳
の
お
か
げ
で

入
っ
て
く
る
情
報
を
経
営
に
も
生
活
に

も
う
ま
く
取
り
入
れ
、
前
向
き
に
粘
り

強
く
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
が
確
信
さ
れ

ま
す
。
昔
、
あ
る
牧
場
の
牛
舎
に
掲
げ

て
あ
っ
た
『
俺
が
俺
が
の
＂が＂
を
捨
て
て
、

お
か
げ
お
か
げ
の
＂げ＂
で
暮
ら
せ
』
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

萬
さ
ん
に
は
３
つ
の
信
条
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
①
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
な

②
立
地
条
件
を
活
か
す
③
最
後
ま
で
諦

め
な
い 

将
に
、
万
事
が
こ
の
３
か
条

に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

趣
味
も
プ
ロ
級

顔
色
良
く
元
気
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
乗

り
回
す
萬
さ
ん
は
、
と
て
も
80
歳
に
は

見
え
ま
せ
ん
。
趣
味
は
墨
絵
と
の
こ
と

で
す
が
、
前
記
の
通
り
編
集
委
員
長
と

し
て
母
校
の
百
年
史
を
手
掛
け
る
な
ど

文
筆
に
も
優
れ
、
両
者
を
融
合
し
た
画

文
集
は
と
て
も
趣
味
の
域
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
た
ま
に
は
街
に
飲
み
に
行
く
よ
」

と
笑
顔
の
萬
さ
ん
。
経
営
も
生
活
も
、

背
伸
び
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
良
く
充
実
し
て

い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
ま
す
。

酪
農
が
一
番
い
い
仕
事
だ
よ

酪
農
が
厳
し
い
と
い
う
話
を
良
く
耳

に
し
ま
す
が
、「
行
政
、
関
係
団
体
等

へ
の
要
望
は
な
い
で
す
か
？
」
と
の
質

問
に
、「
酪
農
は
い
い
よ
。
い
い
仕
事

だ
よ
。
希
望
が
持
て
る
産
業
だ
よ
」
と

裏
腹
な
回
答
。
持
続
可
能
な
循
環
型
農

業
に
酪
農
を
位
置
づ
け
、
地
域
資
源
を

生
か
し
て
努
力
し
て
い
け
ば
大
丈
夫
だ

よ
と
説
得
さ
れ
ま
し
た
。

小
規
模
で
は
あ
る
が
、
地
域
と
一
体

化
し
、
堅
実
に
歩
む
こ
の
よ
う
な
経
営

が
日
本
酪
農
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
明
る
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に

今
回
は
優
秀
な
酪
農
家
ど
こ
ろ
か
人

生
の
師
に
お
会
い
し
た
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。
家
族
酪
農
の
原
点
を
視
た
思
い

で
も
あ
り
ま
す
。

名
津
井
牧
場
に
は
、
取
材
へ
の
ご
協

力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
併

せ
て
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
酪
農
を

続
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
切
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

▶ 

牛
舎
全
景

牛舎内 ▶

2015・3  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　14



主催：全国酪農青年女性会議

　全国酪農青年女性会議では、酪農家の生活や牛乳の生産現
場をより鮮明に消費者に伝えていくことを目的に、「酪農いき
いきフォトコンテスト」を実施します。
　つきましては､下記のとおり作品を募集しますので､ふるっ
てご応募いただきますようお願いいたします。

作品募集のお知らせ

第41回特選　「牧場の牛」
横山恵也さん

酪農いきいき
フォトコンテスト

らくのうこどもギャラリー第4
2回

第６
回

●西日本酪農青年女性会議
　〒532-0011　大阪市淀川区西中島5-14-10 
　サムティ新大阪フロントビル６階 全酪連大阪支所内
　TEL 06-6305-4196
●九州酪農青年女性会議
　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-2-15
　事務機ビル 全酪連福岡支所内
　TEL 092-431-8111

●北海道酪農青年女性会議
　〒060-0003　札幌市中央区北3条西7丁目1
　酪農センター 全酪連札幌支所内
　TEL 011-241-０７６５
●東北酪農青年婦人会議
　〒980-0021　仙台市青葉区中央1-7-20
　東邦ビル 全酪連仙台支所内
　TEL 022-221-5381

●関東甲信越酪農青年女性会議
　〒108-0014　東京都港区芝４丁目17-5
　全酪連東京支所内
　TEL 03-5931-8011
●中部酪農青年女性会議
　〒460-0008　名古屋市中区栄1-16-6
　名古屋三蔵ビル3F　全酪連名古屋支所内
　TEL 052-209-5611

提
出
先
一
覧

第5回最優秀賞　「ぼくお手伝いできるよ」
玉根可奈 氏

 1 募集規定
（１） 酪農を中心とした題材の図画（大きさは自由）
（２） 自作で未発表のものに限ります。
（３） 作品には、題名・住所・氏名・振り仮名・年齢・学校名・学年・保

護者名を必ず記載してください。また、酪農家の子弟につ
いては保護者の所属組合名を記載してください。

（4）作品返却を希望される方は応募時に返却希望の旨を申し
出てください。

 2 応募資格
４歳から中学生までの酪農家の子弟、および酪農に関心のある
一般のお子さん。

 3 締切日
平成27年５月29日（金）（当日消印有効）

 4 提出先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性（婦人）会議
事務局宛に提出してください。

 5 審査結果の発表
「第44回全国酪農青年女性
酪農発表大会」の発表要旨、
および全酪連会報７月号に
審査結果を掲載いたします。

 6 褒　賞
•特　選 １点　　
•入　選 ４点以内
•秀　作 若干
•ファミリー賞 若干
　（牛とのふれあいなど、ほのぼのとした雰囲気を持つ作品に贈られます）

•あすなろ賞 若干
　（小学校入学以前の方の優秀作品に贈られます）

◎特選に選ばれた方は、保護者（１名）同伴で「第44回全国酪農
青年女性酪農発表大会」に招待します。

◎入賞者には記念品を贈呈いたします。
◎図画の優秀作品は、作者の顔写真・審査講評と共に「全酪連

会報」の最終ページに掲載します。

 1 テーマ
①「牛のいる風景」
②「酪農作業風景」

 2 募集規定
（１）写真は可能な限りデータで提出してください。
（２）自作で未発表のものに限ります。
（３）作品には、題名･氏名・振り仮名･住所･所属組合名を必ず

記載してください。

 3 応募資格 　酪農家

 4 締切日 　平成27年５月29日（金）（当日消印有効）

 5 提出先
下記「提出先一覧」中の最寄の酪農青年女性（婦人）会議事務所
宛に提出してください。

 6 審査方法
応募作品を「第44回全国酪農青年女性酪農発表大会」の会場
内に掲載し、大会参加者の投票による審査を行います。
(応募多数の場合は事務局による予備審査を行います。)

 7 審査結果の発表
①「第44回全国酪農青年女性酪農発表大会」２日目に投票結果

として掲示します。
②｢全酪連会報｣の表紙に使用します。（号数未定)

 8 褒　章
•特　選　　１点　（2テーマの中で特別に投票数の多かった作品)

•入　選　　若干数（特選を除いて投票数の多かった作品数点)

◎入賞者には賞品を贈呈いたします。
◎提出していただいた作品の返却はいたしません。
◎応募していただいた作品は、全酪連会報およびカレンダー

への掲載を含め、今後各地での牛乳消費拡大活動（「父の
日に牛乳を贈ろう！」キャンペーン含む）等で使用するこ
とがありますのでご了承ください。

※いずれも、酪農家がいきいきと牛乳
生産に励む様子や、安心安全な牛乳
生産のため懸命に仕事に取り組む姿
勢が感じられるようなもの。



原 料 情 勢 平成27年2月

2月10日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

【13/14年産】　�作付面積95.4百万(前月95.4百万）エーカー、単収158.1（158.1）bu/エーカー、生産量138
億2,900万（138億2,900万）bu、総需要量134億5,400万（134億5,400万）bu、期末在庫
12億3,200万（12億3,200万）bu、在庫率9.2(9.2)%。

【14/15年産】　�作付面積90.6百万(前月90.6百万)エーカー、単収171.0(171.0)bu/エーカー、生産量142億
1,600万(142億1,600万)bu、総需要量136億4,500万(135億9,500万)bu、期末在庫18億
2,700万(18億7,700万)bu、在庫率13.4(13.8)%。

トウモロコシ
相場動向

シカゴ相場は、米国農務省発表以外に国際穀物理事会が14/15年度の世界のコーンの生産見通しを992百万ト
ンと引き上げたことや原油価格急落によるエタノール需要の落ち込み、米ドル高の進行による輸出需要の伸び悩
みの懸念から売りが強まり軟調に推移していった。今後、米国コーンは大豆への転作が進み、来年度は作付面
積が減少すると予想されることから、引き続き注意が必要。

2月10日発表
米国農務省
大豆需給予想

【14/15年産】　�供給面で小幅上方修正されたが、需要面での輸出が大きく伸び、期末在庫は減少した。3億8,500
万（4億1,000万）bu、在庫率10.4(11.2)%。

大豆粕相場動向

シカゴ大豆相場は、南米の天候不安が解消されつつあり、下げ基調に転じている。南米ブラジルでも作付面積が
大幅に増えており、豊作となればより軟調な展開が期待される。国産大豆粕は、搾油メーカー定期点検による製造
休止の影響から発生量が減少し、引合いが強まり需給は締まっている。輸入品が徐々に入船し需給の緩和が期待
されるが、シカゴ相場の上昇による価格高騰に注意が必要。

糟糠類

国産フスマは、発生時期ではあるが、小麦粉の消費低迷から発生量は低調に推移し、需給は締まってきている。
今後も春の麦価改定では、円安の影響もあり、原料用小麦価格の上昇が見込まれることから、フスマの発生
量、価格動向に注意が必要。グルテンフィードは発生量が減少し、需給は非常にタイトになっている。主な輸入
元である中国からは入船の遅れが見込まれており、引き続き厳しい受け渡しが続くと思われる。

海上運賃
海上運賃市況は弱含みで推移している。今後は、南米の穀物輸出と中国の旧正月明けに伴い用船需要が高ま
り、海上運賃は上昇基調で推移していくと思われる。

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 平成27年2月

北米コンテナ船
フレート

長期化していた米国西岸港湾の労使交渉が現地時間2015年2月20日に暫定合意がされ事態は大きく前進し
た。しかし、労務側がとったスローワーク（怠業戦略）により作業効率は大幅に低下し、依然として多くの主要
港でスケジュール遅れが続いている。（ロサンゼルス/ロングビーチ港で最大4週間、シアトル/タコマ港、オー
クランド港で最大5 ～ 6週間の遅れが見込まれている。）また、現在発生している北米西海岸の混雑は、コンテ
ナ船の大型化やシャーシ不足、鉄道輸送能力不足、非効率的な運営システムなど、構造的な問題に起因する部
分も多く、労使交渉決着後も当分の間は混乱が続くと思われる。現在、日本国内で供給している玉は昨年末お
よび年明けに入船したものが多く、日本国内への供給力の影響が本格化するのは今月以降になるとの見込みで
引き続き注意が必要。

海上運賃動向 2月1日付で発表されたGRI（基礎運賃値上げ）は、殆どの船会社から3月以降に延期する声明が出されている。

ビートパルプ

【米国産】冷涼な気候が収穫に与える影響を危惧されたが大きな問題はなく、製糖作業は順調に進んでいる模
様。また、間もなく米国農務省の作付予想が発表される見込みで、世界の砂糖市況は引き続き低迷しているが、
米国の砂糖大根の作付面積に大きな変動をもたらす起因は少なく、例年並みの作付が行われると予想されるて
いる。

【中国産】中国国内における酪農畜産業の急激な成長により依然として飼料需要が大幅伸びており、さらに内需
に向けられている模様。今後も日本及び韓国向けに輸出する余力が戻る見込みは薄い。

アルファルファ

【総合】日本における北米産アルファルファの年間輸入数量が発表され、年々減少傾向にあったが14年（1-12
月）ついに40万tを下回り、39万1,174tという結果に終わった。これは北米西岸の労使交渉起因のデリバリー
乱れや産地価格の高騰、円安の進行による需要減退、中国や中東諸国の台頭など多数の要因が考えられる。一
方、15年の明るい兆しとしては、軟化しつつある米国乳価に追随しアルファルファの産地価格が下げの傾向を見
せている。港湾混雑により出荷が先どまり在庫が停滞していることから、さらなる値直しが起こる可能性があ
るだろう。しかし、価格が軟化すれば安値思考の他国からの巨大な需要も戻ってくることも予想され、引き続
き注視が必要。

チモシー

【米国産】作柄に恵まれた14年産は13年産に比べ価格は軟化したが、世界的な需要増加を背景に依然として高
値で推移している。一方で高値を理由に日本向けの出荷は芳しくなく、昨年秋には値直しし出荷の回復を図る
動きもあった。しかしながら、労使交渉のもつれから在庫は積み上げられ、酪農用プレミアム以下の在庫は余
裕があるとの見解である。

【カナダ産】レスブリッジ（灌漑地域）・クレモナ（非灌漑地域）ともに14年産は天候の影響を強く受け、大
半が中間グレード以下となっており、作柄は深刻な状況となっている。チモシーの強豪作物である小麦や大
麦、菜種の価格が芳しくないことかた、15年産チモシーの作付は概ね前年並みと予想。一方で、カナダ産のチ
モシー出荷の主要港であるバンクーバー港も北米労務側のスローワークの影響で、航路によっては大幅なスケ
ジュール遅延が発生している状況であることから、日本国内への影響も心配される。

スーダン
【インペリアルバレー産】最新の作付面積の報告によれば、相場価格が堅調なジュラム小麦の作付面積は前年
同月比223%増の40,158エーカーとなっており、15年産の早撒きスーダンの作付面積への影響が懸念される。
また、現時点での現地の未契約在庫は非常に少ない状況である。

クレイングラス

14年産スタート当初から日本・韓国の引き合いが堅調であったため、良品については生産農家の倉庫在庫は僅
少。他草種に比べて価格的に競争力があることから、日本での需要も大幅に伸び、14年では日本の年間輸入量
が7万tを突破した。最新のクレインの作付面積は昨年同月比9%減の15,691エーカーとなっており、今後価
格への影響が心配される。

ストロー類

14年産の米国産ストロー類について、トールフェスク、ペレニアルライグラスともに収穫が終了しているが、ど
ちらも深刻な雨当たり被害が発生しており、良品の供給余力は極わずかの見通しである。そこに追い打ちをか
けるように北米西岸の港湾状況が悪化しており、注視が必要。14年産は供給力不足の懸念もあるため、引き続
き産地価格は堅調に推移しく模様。

オーツヘイ

豪州14年産の収穫は西・南・東の3州全てで終了済み。西豪州産は雨当たりが多く、大半が中間・ローグレー
ド品となったが、競争力のある価格を設定したサプライヤーの出荷は中国向けを中心に順調に推移。対して、
南豪州産は総じて見た目が青い良品が多く、ハイグレード中心の作柄。東豪州産の一部は干ばつのストレスで見
た目は茶色気味ものが多いが高い分析値のものも多く、南豪州産同様、ハイグレードが多い作柄となっている。
各産地ともに、北米の港湾混雑の影響により豪州産への需要が増加しており、2ヵ月先まで工場のプレススケ
ジュールが埋まっている模様で、この状況は北米のデリバリー混雑が解消されるまで続く見通しである。また、
米ドルに対して豪ドル安が続いていることから、今後の価格動向が注目される。
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各地の需給動向

【東�北】生産は前年比96.8%。日量は月を通して増加傾向。処理は年始休み中は加工に回ったが、それ以降は域外を中心に飲用需要があり、
加工には回らなかった。その結果、飲用牛乳向け 101.6%、特定乳製品向け 74.4%となった。

【関�東】生産は前年比 98.6%。上旬から下旬にかけ、日量は順調に回復。処理は、年始の休み明けも飲用処理が思ったほど伸びず上旬は
重たい状況であった。中旬以降少し上向き、月末まで堅調に推移した。飲用牛乳向けは99.6%、特定乳製品向け93.7%の実績となった。

【東�海】生産は 97.2%。愛知・岐阜・長野で特に離農が進んでいる。月初は気温低下の影響もあり、飲用処理不調であったが、下旬に
は回復し堅調に推移した。用途別処理量では、飲用牛乳向け 98.4%、特定乳製品向け 108.5%となった。

【近�畿・中国・四国】生産量は各地とも、中旬以降順調な回復傾向にある（近畿：96.1、中国 97.2%、四国 96.3%)。年始休み中も飲用
需要があり、月を通して余剰感はなく推移した（飲用牛乳向け前年比 96.3%、中国 96.6%、四国 97.3%)。

【九�州】生産は当初の見込みからは下ブレしたが、100.7%と前年を超えた。処理は、年始の寒波の影響はあったものの引き続き堅調に
推移した。飲用牛乳向け 100.1%、特定乳製品向け 97.8%。

用途別販売数量

飲用向 264,406tで、前年同月比2,567t(1.0%)増加

はっ酵乳向 33,863tで、前年同月比 4,221t(11.1%)減少

クリーム向108,006tで、前年同月比5,659t(5.5%)増加

チーズ向 38,936tで、前年同月比 5,673t(12.7%)減少

特定乳製品向157,077tで、前年同月比 233t(0.1%)減少
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北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み
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釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成27年3月1日現在

今月の表紙は、「第５回酪農いきいきフォ
トコンテスト」（第43回全国発表大会にて開
催）で応募いただいた作品［担当牛「カリン」
ちゃんと］（宮城県 安達 麻衣氏 撮影）です。
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担当牛「カリン」ちゃんと

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） ２７～３２ 札幌管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計99.0％、累計で97.3％、苫小牧管
内月計で98.5％、累計で99.7％の実績。3月の初妊牛動向は5～ 6月上旬の分娩腹が中心とな
る見込み。自家保留の傾向は依然として続いており、初妊牛および育成牛の出回り頭数は徐々に
少なくなっているが、地域によっては育成牛の販売に力を入れている場所もあり、道内の大型農
場が育成牛の段階から頭数確保をする動きが出てきており、荷動きは早くなってきている。

初　妊　牛 ５０～５７

経　産　牛 ４３～４８

釧路管内

育成牛（10-12月令） ３５～３８ 根釧管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で100.3％、累計で97.9％、中
標津管内月計で100.2％、累計で98.2％の実績。3月の初妊牛の動向は5～ 6月の分娩が中
心となり、乳価の値上げによる都府県需要の増加だけでなく、地元での導入意欲も強いことか
ら、相場は高止まりで推移するものと思われる。特に判別腹の需要が高まっており、出回り頭
数が少ないことから希望頭数を確保できない場面も出てくると予想される。

初　妊　牛 ５５～６０

経　産　牛 ４５～５０

帯広管内

育成牛（10-12月令） ３０～３４ 帯広管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で102.7％、累計で100.7％の実績。3月の初妊
牛の動向は5～ 6月の分娩中心となり、夏分娩前の需要期に加え、道内の搾乳中止農家から市場への出品が多
いとの情報もあり、道内外問わず購買客が市場に集中し相場は堅調に推移すると予想。初妊牛の資源として、最
も多いのはF1腹、次いでホル腹、判別腹の順。判別腹は酪農家で保留する動きが強く、出回り頭数が少なくなっ
ている。一方、育成牛については、高値への警戒感や離農農家からの販売でやや弱含みになると見込まれる。

初　妊　牛 ５５～６０

経　産　牛 ４５～５０

道北管内

育成牛（10-12月令） ３０～３６ 道北管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で100.4％、累計で98.6％、北見管内月
計で99.1％、累計で99.3％の実績。3月の初妊牛の動向は5～ 6月分娩中心となる見込み。2月の市
場での動向はやや弱めだったが、3月は都府県需要も多いとの話もあり、価格も強めで推移すると思
われる。特に各農協とも出荷頭数の減少に加え、乳価値上げにより積極的に乳牛更新や搾乳向けに自家
保留を推進している動きがある。初妊牛の資源はF1腹が多く、ホル腹・判別腹（後継牛）は少ない状況。

初　妊　牛 ５５～６０

経　産　牛 ４５～５０

道内総括

育成牛（10-12月令） ３０～３５ 道内の2月中旬までの生乳生産量前年比は100.6％、累計で99.0％の実績。3月の初妊
牛動向は、5～6月分娩中心で動く見込み。全道的に出回り頭数も少なくなってきてお
り、年度内の導入については、高値維持が続くと思われる。道内各地とも新規就農者や法
人化による規模拡大による大型酪農家の導入が続いており、3月以降においても大き
な価格の変動はないと思われる。購買予定がありましたら、早めの手配をお願いします。

初　妊　牛 ５５～６０

経　産　牛 ４５～５０

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。

お待ちして
おります！

19　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2015・3



入賞作品紹介入賞作品紹介

※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第41回らくのうこどもギャラリー」で
全国４51点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今月の今月の

今 月の入賞作品は、長尾小学校（西日本）３年の原田千咲月さんの作品です。
いまにもこちらに飛び出してきそうな迫力のある牛さんのお顔が印象的です。青く

ふちどられた目やクレヨンの荒いタッチなど子供らしい元気のある絵に仕上がっています。

長尾小学校（西日本）３年　原田 千咲月


